
元気なまちを
創ります

　個人・団体を問わ
ず、市民のみなさん
がそれぞれの思いや

特性を生かしながら活動することを支援して
います。

【実践例】
●三鷹「まち活」塾
　参加者が「好きなコト」「でき
るコト」「やりたいコト」を生か
して活動するための、考え方や
方法を学ぶ講座です。修了生に
よる「フードロス×キャンプ」「みどり×コミュニティ」「コミュニ
ティカフェ」などの新たなプロジェクトも立ち上がっています。

　技術や経験を生かして、地域に貢
献している事例が、これまで多数実
現しています。

【実践例】
●WEBサイト「まちなか農家」
　講座「地域の課題を解決する『市民×IT』の出会
い」をきっかけに、IT企業に勤める市民が立ち上げ
た、がんばる農家を応援するサイトです。
●こども向け防災啓発活動
　東日本大震災のボランティア経験のある市民が、
学校や学童クラブ
などと連携しなが
ら開催している、
ワークショップ形
式の防災講座です。

　毎月のニュースレ
ターで、市民活動や
NPO活動を対象とす

る各種助成金情報をお知らせしています。窓口
では、市民活動に関することやNPO法人の設立
などに関する各種相談も受け付けています。

　印刷・製本・ラミネートなど、パン
フレットやチラシなどの作製に使える
機材を提供しています（一部有料）。ま
た、1階フロアには、登録団体の活動紹介ファイ
ルなどを設置しています。
　毎年開催している「市民活動・NPOフォーラ
ム」は、さまざまな市民団体・NPO法人の活動
紹介と交流の場です。12月8日㈯までの開催期
間中、各団体のパネルの展示も行っています。

　団体登録をすると、
同センターのホーム
ページで活動内容や
連絡先などを紹介し、他団体との
情報交換などに使える「情報交換
箱」を無料で利用できます。
　また、年に6回程度開催する「だ
れでもランチカフェ」は、仲間を増
やしたり、他団体とつながるため
の気軽な交流の場となっています。
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市長コラム

三
鷹
市
長

古
き
良
き
く
ら
し
の
息
吹
が
残
る

「
三
鷹
市
大
沢
の
里
古
民
家
」

　
三
鷹
市
は
、都
心
か
ら
近
距
離
の
市
で
あ
り
な
が
ら
、緑

豊
か
な
環
境
が
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
大
変
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
大
沢
地
域
は
、
今
で
も
水
田
や
畑
が
多
く

広
が
り
、
貴
重
な
里
山
の
風
景
を
残
し
て
い
る
こ
と
で
も

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
た
び
11
月
4
日
か
ら
、「
三
鷹
市
大
沢

の
里
古
民
家
」を
開
設
し
、
皆
様
に
公
開
し
て
い
ま
す（
写

真
）。
こ
の
古
民
家
は
、
明
治
35（
１
９
０
２
）年
に
創
建
さ

れ
た
農
家
の
母
屋
で
、
１
０
０
年
以
上
前
の
建
物
を
一
度

解
体
し
、
そ
の
部
材
の
約
9
割
を
活
用
し
て
復
元
整
備
し

た
も
の
で
す
。
明
治
・
大
正
を
経
て
、
昭
和
の
時
代
の
農

家
に
多
か
っ
た「
四
つ
間
取
り
」を
復
元
し
、
土
間
や
土
壁

が
あ
り
、
室
内
か
ら
太
い
梁
や
茅
葺
の
屋
根
も
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
し
か
も「
ハ
ケ
」と
呼
ば
れ
る
国
分
寺
崖
線

沿
い
の
こ
の
一
帯
は
、
水
が
豊
か
で
湧
水
も
あ
り
、
２
０

０
年
程
前
か
ら
ワ
サ
ビ
も
栽
培
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在

は
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
が
ワ
サ
ビ
田
を
復
活
し

て
く
だ
さ
り
、
古
民
家
の
東
側
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
野
川
の
対
岸
に
は「
大
沢
の
里
水
車
経
営
農
家
」

と
し
て
、
日
本
有
数
の
大
型
水
車「
新
車（
し
ん
ぐ
る
ま
）」

が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
東
京
都
の
有
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
古
民
家
で
は
、
当
時
の
農
具
や
古
民
家
の
特
徴
を

紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
示
に
加
え
て
、
毎
週
土
曜
日
に
市
民
の

皆
様
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
体
験
講
座
な
ど
も
開
催
し

て
い
ま
す
。
部
屋
の
中
に
は
、
華
道
連
盟
の
ご
協
力
で
四
季

折
々
の
花
が
生
け
ら
れ
た
り
、
書
道
連
盟
の
ご
協
力
で「
立

冬
」な
ど
の
二
十
四
節
季
の
文
字
が
書
か
れ
た
り
し
て
い
ま

す
。
古
民
家
を
訪
れ
、
改
め
て
日
本
人
と
し
て
の
伝
統
や
文

化
を
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
入
館
料
は
２
０
０
円
で
、
水
車
経
営
農
家
と
合
わ
せ
て

見
学
で
き
ま
す
。
ま
た
、
１
，０
０
０
円
の
年
間
パ
ス
ポ
ー 

ト
も
発
行
し
て
い
ま
す
。
周
辺
に
は
、
観
察
路
が
整
備
さ

れ
、
古
墳
時
代
の
横
穴
墓
や
夏
に
は
ホ
タ
ル
が
見
ら
れ
る

湿
性
花
園
も
あ
り
ま
す
の
で
、
古
民
家
を
含
む
地
域
全
体

を
博
物
館
と
と
ら
え
る「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」と
し
て
の

魅
力
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ケーブルテレビの広報番
組「みる・みる・三鷹」では

「市長のひとことコーナー」
を放送しています（放送時
間は12面参照）。

市長の　　　　コーナーひと
　こと

11月4日に一般公開がスタート
した「三鷹市大沢の里古民家」の
前で

協働の力で地域がキラリ

　今年、開設から15周年、市と市民の協働による
運営開始から10周年を迎える市民協働センター
は、「つなぐ」「ささえる」「つむぎだす」という
三つの機能で、さまざまな個人や団体、企業、
学校などの活動をサポートし、協働の場や事
業を育んでいます。これまでに、たくさんの取
り組みがまちの新たな魅力や豊かさとなって、実を
結んできました。あなたもぜひ、自分の“やりたいこと”を

“まちの力”に変える「協働の輪」に参加してみませんか。
市民協働センター☎46-0048

NPO法人みたか市民協働ネットワーク設立10周年・
市民協働センター開設15周年

あなたの「やりたいこと」を
市民協働センターが応援します！

まちで何かしたい、
役に立ちたい！

自分の技術や経験を
まちで生かしたい！

運営や活動資金の
ことを知りたい！

自分たちの活動を
PRしたい！

一緒に活動する仲間を
増やしたい！

記念シンポジウム
参加と協働のまちづくり
「つながりが創りだす未来」
　市民、教育・研究機関、企業、行政など
がそれぞれの特性を生かし、共に考え、協
力し合うまちづくりの「これから」を考え
ます。気軽にご参加ください。
NPO法人みたか市民協働ネットワーク
①ハンドベル演奏＝午後1時から、②式

典＝1時30分から、③シンポジウム＝1時
45分から、④交流会＝3時35分から
130人　 市民協働センター
③基調講演＝清原慶子市長、パネルディ

スカッション＝立教大学大学院21世紀社会
デザイン研究科教授の中村陽一さん、つな
がりのはじめまして代表のル・モアン直美
さん、NPO法人市民討議会推進ネットワー
クの吉田純夫さん、NPO法人みたか市民協
働ネットワーク副代表理事の埴村貴志さん
④500円
必要事項（11面参照）を同センター☎

46-0048・ 46-0148・ kyoudou@
collabo-mitaka.jpへ（先着制）

12月
8日㈯

すべての市民が主人公
居場所と出番のあるまちへ


